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　坂戸市は、埼玉県のほぼ中央に位置し、地勢はおおむね平坦で市内を流れる越辺川

や高麗川をはじめとした豊かな水量を堪える多くの中小河川によって、肥沃な耕地と

居住に適した環境が整えられました。その結果、約１万５千年前から続く先人たちの

生活の痕跡は大地に刻み込まれ、遺跡として今もなお私たちの足元に眠っています。

　今回報告する「木曽免遺跡」は、坂戸市北東部の台地縁辺部に位置する遺跡で、個

人住宅の建設に先んじて記録保存措置を講じたものであります。

　今回の発掘調査では、縄文時代から弥生時代後期の集落や、弥生時代中期の方形周

溝墓が発見されました。特に１号方形周溝墓の周溝からは、多数の弥生土器が出土し、

坂戸市のみならず埼玉県内の弥生時代を理解するうえで、欠かすこのことできない貴

重な一括資料となりました。

　このような調査や資料の整理を経て、古代から繋がる歴史の一つ一つが解明され、

学術研究の基礎資料として、広く活用いただくことを願っております。

　最後になりましたが、発掘調査から報告書の刊行に至るまで地権者をはじめ、多く

の関係者の方々にご協力賜りましたことに深く感謝を申しあげます。

　令和３年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長 安　齊　敏　雄
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１　発掘調査に至る経過

Ⅰ　発掘調査の概要

　平成26年９月１日、坂戸市大字小沼字木曽免

970 番１での個人住宅建設計画に伴い、事業者

から開発予定地内における埋蔵文化財の有無と、

その取扱いについての事前協議書が提出された。

　これを受け、平成 26 年９月 19 日に試掘確認

調査を実施したところ、申請地のほぼ全面におい

て多数の遺構が確認され、当該地における埋蔵文

化財の所在が明らかとなった。その後、試掘確認

調査の結果をもとに事業者と埋蔵文化財の取扱い

について協議を実施したが、遺構の確認されてい

る箇所における保護層の確保は難しく、現状保存

は不可能と判断された。そのため、市教育委員会

が調査主体となり、記録保存のための発掘調査を

実施することで合意した。

　発掘調査の実施にあたり、平成 26 年 10 月１

日付け坂教社発第 485 号で埋蔵文化財発掘の届

出を埼玉県教育委員会教育長あてへ進達した。こ

れに対し、埼玉県教育委員会から平成 26 年 10

月 14 日付け教生文第４－ 971 号で指示通知を

受けた。また、埋蔵文化財発掘調査の通知は平成

26 年 10 月１日付け坂教社発第 492 号で埼玉県

教育委員会教育長あてへ通知した。

　発掘調査は平成 26 年９月 30 日から開始し、

同年 11月６日まで実施し、実働 18日に亘った。

発掘調査の経過についてはおおむね以下のとおり

である。

９月30日（火）　表土掘削および排土の搬出。

10月１日（水）　表土掘削および現場器材の搬入。

10 月２日（木）　遺構確認作業、基準点測量。１号

方形周溝墓および１号住居跡の調査を開始。

10月３日（金）　２号住居跡の調査開始。

10 月７日（火）　１号方形周溝墓の掘削過程で３号

住居跡を確認、調査を開始。

10月30日（木）　空撮実施。

11月４日 ( 火 )　現場機材の撤収。

11月５日 ( 水 )　埋戻しを開始。

11月６日 ( 木 )　埋戻しが完了し、調査終了。

　遺構が調査区内のほぼ全域で確認されたため、

表土除去で生じた廃土については、調査区外に搬

出した。

　遺構平面図及び遺物取り上げについては、トー

タルステーションを用いた。遺構断面図は基本的

に 1/20 で作図し、炉及びカマド、埋葬施設につ

いては平面図・断面図ともに 1/10 で作図した。

遺構写真については、デジタル一眼レフカメラを

使用した。
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Ⅱ　遺跡の立地と環境

Ⅱ　遺跡の立地と環境

　坂戸市は埼玉県の中央部よりやや南に位置し、

西側に外秩父山地を臨む。周辺の地形をみると、

低地、自然堤防、台地、丘陵に大別されるが、市

域の大部分は入間台地上にあるため比較的平坦で

起伏の少ない地形である ( 第１図 )。

　入間台地は、荒川水系の入間川・越辺川・高麗

川によって形成された扇状地性の台地であり、坂

戸台地・毛呂台地・飯能台地に区分される。坂戸

台地は、高麗川以東に広がる台地であり、坂戸市

域では飯盛川や谷治川、大谷川などの中小河川に

よって開析されるが、起伏は比較的少なく、平坦

面が広がる。一方、毛呂台地は高麗川と越辺川に

挟まれており、西側は毛呂山丘陵や外秩父山地と

接していることから、坂戸台地に比べ面積は狭い。

　坂戸市北東部の台地上には数多くの遺跡が分布

しており、これらについて時代ごとに概観すると

以下のとおりである。本書で報告する木曽免遺跡

６区において中心となる弥生時代については、坂

台地のほぼ中央には葛川が流れており、坂戸市域

においては馬の背状の台地となっている。坂戸市

以北をみると、越辺川と都幾川に挟まれた高坂台

地、都幾川と市野川に挟まれた東松山台地などが

形成されている。

　市域の大半を台地が占めている一方で、市の北

側及び東側の台地縁辺部には、越辺川によって形

成された沖積平野が広がっており、現在もなお水

田地帯として利用されている。また、越辺川は鳩

山町・東松山市・川島町との市町境にもなってい

る。

　毛呂台地の南西側には毛呂山丘陵、高坂台地の

西側に岩殿丘陵、東松山台地の北側に比企丘陵が

位置している。 

戸台地の周辺地域も含めて概観していきたい。

　周辺における旧石器時代の遺跡については、中

小坂遺跡群などで地元の収集家らよって石器が採

木曽免遺跡６区 1/700,000 20km
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２　歴史的環境

集されていた。発掘調査についてはこれまでは事

例が少なかったが、近年の圏央道の建設工事に伴

う発掘調査によって成果が急増している。在家遺

跡 (11)、御新田遺跡 (9)、番匠・下道遺跡 (8) で

は後期旧石器時代後半から終末にかけての石器集

中遺構等が確認されており、木曽免遺跡 (1) にお

いても圏央道建設に伴う発掘調査の際に石器集中

等が発見されている。

　縄文時代早期の遺跡では、御新田遺跡で撚糸文

期の住居跡１軒が発見されたほか、番匠・下道遺

跡、木曽免遺跡、北谷遺跡 (4) などでは撚糸文や

条痕文期の屋外炉が検出されている。これら早期

の遺跡は台地内陸部の小河川沿岸に分布し、立地

は旧石器時代と類似している。

　前期になると遺跡の立地が変化し、台地縁辺部

へと展開していく。木曽免遺跡や附島遺跡 (5)、

景台遺跡 (12) などでは関山・黒浜期の住居跡が

発見されており、一定規模の集落が形成されてい

たとみられる。また、番匠・下道遺跡や御新田遺

跡などでは黒浜期の住居跡が発見されている。

　中期中葉の勝坂期から加曽利Ｅ期には、他地域

同様に遺跡数が増加している。台地縁辺部では上

谷遺跡 (13) や景台遺跡で中期中葉の住居跡群が

発見されている。台地内陸部の牛原遺跡 (10) で

は環状遺構群が発見されている。

　後期以降になると遺跡数は減少傾向にあり、塚

越渡戸遺跡 (6)、牛原遺跡など台地内陸部に限ら

れる。牛原遺跡では後期初頭の柄鏡形敷石住居跡

が検出されている。

　坂戸市北東部では、縄文時代後期以降の活動は

低調な状態が続き、再び遺跡が展開するようにな

るのは弥生時代中期以降となる。越辺川低地帯を

臨む台地縁辺部には中期後半から遺跡が再び展開

していく。木曽免遺跡では、方形周溝墓を伴い環

濠をもつ集落が形成され、小支谷を挟み北側に隣

接する小沼堀之内遺跡 (2) では壺棺墓１基が検出

されている。木曽免遺跡の北側にある附島遺跡で

は、宮ノ台期の住居跡が複数発見されており、埋

没河川によって開析され、低地に独立した台地上

を集落域としていたことが想定される。台地内陸

部では塚越渡戸遺跡で、当該期の住居跡３軒が見

つかっており、中部高地系櫛描文の甕や大型打製

石斧などが出土している。また、塚越渡戸遺跡の

東側に位置する別所遺跡 (7) においても中期後半

の土器が採集されている。

谷治川と小支谷に囲まれた台地上に位置する

柊遺跡 (25) では、中期後半櫛描文系とされる壺

棺墓２基が検出されている。柊遺跡北側に隣接す

る新町遺跡 (27) では、新町９号墳の調査中に中

期後半とみられる頸部に縄文帯をもつ甕が発見さ

れている。

小畔川沿いをみると、左岸台地上にある登戸

遺跡 (14) で宮ノ台期の住居跡が調査されている。

右岸の飯能台地上には、住居跡群と方形周溝墓で

構成される宮ノ台期の大規模集落が発見された霞

ヶ関遺跡 (15) が存在する。

都幾川右岸の早俣低地帯を南に臨む高坂台地

では、中期後半の遺跡が多く発見されている。

台地縁辺部の代正寺遺跡 (55) では住居跡群と方

形周溝墓が発見されており、隣接する大西遺跡

(54) においても住居跡が確認されている。また、

東形遺跡 (56) で当該期の遺物が採集されている。

都幾川左岸の東松山台地南側段丘面では、西

浦遺跡 (63) や野本氏館遺跡 (62) で宮ノ台期の住

居跡が発見されている。東松山台地東端部の天神

原遺跡 (61) においても当該期の住居跡が複数調

査されている。

また、吉見丘陵の尾根筋には、中期後半の集

落域と墓域が発見された大行山遺跡 (67) がある。

後期前半になると坂戸台地北部で遺跡数に増

加の傾向がみられる。柊遺跡では、数次にわたる

調査によって岩鼻段階の遺構が多く発見され、遺

跡の全体像が明らかとなりつつある。これまでの

調査で、南側では 20m級の大型方形周溝墓 1基

を含む方形周溝墓４基と土器棺が発見され、北側

の集落域では住居跡２軒が検出されている。飯盛

川を北西に臨む相撲場遺跡 (29) では住居跡が３

軒発見されており、北東にある勇福寺遺跡 (28)

では方形周溝墓群が発見され、それぞれが集落域

と墓域を構成していたことが明らかとなってい

る。
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東松山市では、前段階に引き続き、代正寺遺

跡や大西遺跡のある高坂台地南側と、西浦遺跡、

野本氏館遺跡のある東松山台地南側段丘上などに

遺跡が存在する。また、早俣低地にある銭塚遺

跡 (60)、反町遺跡 (59) でも住居跡や方形周溝墓、

土器棺などが調査されている。

都幾川左岸段丘上の雉子山遺跡 (65) では住居

跡が確認されており、東側にある附川遺跡 (64)

でも当該期の遺物が出土している。

東松山台地から、市ノ川を隔てて対岸にある

岩鼻台地上には岩鼻遺跡 (68) がある。発掘調査

では、住居跡群や土器棺が発見され、岩鼻式土器

の標識遺跡にもなったことから学史的にも重要な

遺跡である。遺跡の東側にある八幡遺跡 (69) で

も土器棺２基が確認されている。

後期後半になると周辺地域の遺跡数が大幅に

増加する。木曽免遺跡や附島遺跡のある坂戸台地

北東縁辺部では吉ヶ谷期の住居跡が確認されてお

り、坂戸台地内陸部では飯盛川沿いの鶴ヶ岡遺跡

(33) や一天狗遺跡 (34) において住居跡が発見さ

れている。

高麗川下流域をみると、両岸に吉ヶ谷期の

遺跡が多く存在している。右岸にある花影遺跡

(35) では当該期の方形周溝墓が確認されている。

花影遺跡の南側にある宮裏遺跡 (36) では、後期

後半の住居跡１軒から南関東系の土器を含む良好

な一括資料が発見されている。左岸低地帯にある

下田遺跡 (37) では吉ヶ谷期の大型住居跡を含む

住居跡群が調査されている。下田遺跡の東側台地

上にある西浦遺跡 (47) では、住居跡が複数検出

されている。

高麗川に合流する小河川の葛川両岸では三福
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No. 遺跡名 No. 遺跡名 No. 遺跡名 No. 遺跡名 No. 遺跡名

1 木曽免遺跡 19 新田前遺跡 37 下田遺跡 55 代正寺遺跡 D 勝呂古墳群

2 小沼堀之内遺跡 20 住吉中学校遺跡 38 足洗遺跡 56 東形遺跡 E 新町古墳群

3 五反田遺跡 21 林際遺跡 39 金井遺跡 57 高坂三番町遺跡 F 新山古墳群

4 北谷遺跡 22 宮町遺跡 40 中耕遺跡 58 高坂二番町遺跡 G 浅羽野古墳群

5 附島遺跡 23 馬場遺跡 41 広面Ｂ遺跡 59 反町遺跡 H 三福寺古墳群

6 塚越渡戸遺跡 24 町東遺跡 42 棚田遺跡 60 銭塚遺跡 I 大河原古墳群

7 別所遺跡 25 柊遺跡 43 桑原遺跡 61 天神原遺跡 J 善能寺古墳群

8 番匠・下道遺跡 26 前原遺跡 44 稲荷前遺跡 62 野本氏館遺跡 K 北峰古墳群

9 御新田遺跡 27 新町遺跡 45 塚の越遺跡 63 西浦遺跡 L 成願寺古墳群

10 牛原遺跡 28 勇福寺遺跡 46 長岡遺跡 64 附川遺跡

11 在家遺跡 29 相撲場遺跡 47 西浦遺跡 65 雉子山遺跡

12 景台遺跡 30 宮ノ前遺跡 48 三福寺遺跡 66 観音寺遺跡

13 上谷遺跡 31 若葉台遺跡 49 大河原遺跡 67 大行山遺跡

14 登戸遺跡 32 山田遺跡 50 沼端遺跡 68 岩鼻遺跡

15 霞ヶ関遺跡 33 鶴ヶ岡遺跡 51 駒堀遺跡 69 八幡遺跡

16 上組遺跡 34 一天狗遺跡 52 根平遺跡 A 牛塚山古墳群

17 女堀遺跡 35 花影遺跡 53 杉の木遺跡 B 雷電塚古墳群

18 勝呂遺跡・勝呂廃寺 36 宮裏遺跡 54 大西遺跡 C 下小坂古墳群
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Ⅱ　遺跡の立地と環境

寺遺跡 (48)、大河原遺跡 (49)、沼端遺跡 (50) な

どにおいて住居跡が確認されており、当該期の集

落が毛呂台地上の広範にわたって点在していたこ

とがわかる。

吉ヶ谷式土器の分布の南限とみられる飯能台地

東側の小畔川流域では、霞ヶ関遺跡、上組遺跡

(16)、女堀遺跡 (17) などで住居跡が確認されて

おり、比較的小規模な集落が点在していたとみら

れる。

高坂台地上にも当該期の遺跡は広く分布してい

る。越辺川左岸の駒堀遺跡 (51) では、大型の住

居跡を含む住居跡群と方形周溝墓が確認されてい

る。高坂台地北縁部の高坂二番町遺跡 (58)、高

坂三番町遺跡 (57) では数十軒の住居跡群と環濠

となる可能性もある溝が発見されている。また、

やや内陸に位置する根平遺跡 (52) や九十九川沿

いの杉の木遺跡 (53) においても住居跡が発見さ

れている。

　東松山台地の市ノ川沿いにある観音寺遺跡(66)

では住居跡８軒と方形周溝墓５基が検出されてお

り、一辺 20ｍ以上ある４号方形周溝墓の埋葬施

設内からは銅釧と鉄剣が出土しており特筆され

る。

　古墳時代前期になると、坂戸市域における遺跡

数は急増する傾向が看取される。毛呂台地周辺で

は、台地縁辺の三福寺遺跡や大河原遺跡、長岡遺

跡 (46) などで集落が形成される。越辺川低地帯

の中耕遺跡 (40) や広面Ｂ遺跡 (41)、稲荷前遺跡

(44) などでは、大規模な方形周溝墓群が発見さ

れている。なかでも、中耕遺跡と広面Ｂ遺跡から

は前方後方形と考えられる周溝墓が検出されてお

り注目される。

　高麗川右岸の坂戸台地でも、台地縁辺に集落が

営まれる傾向がある。宮裏遺跡や花影遺跡、勝呂

遺跡 (18)、附島遺跡、木曽免遺跡、小畔川右岸

の霞ヶ関遺跡などで集落が確認されている。宮裏

遺跡や花影遺跡では方形周溝墓が多数検出されて

おり、大規模な墓域が形成されていたとみられる。

また坂戸市北東部の台地縁辺部にある五反田遺跡

(3) や木曽免遺跡においても方形周溝墓群が形成

される。

　古墳時代前期に形成された集落は、中期前半に

なると衰退し、坂戸市周辺では、毛呂台地上に位

置する矢島遺跡や岩殿丘陵東端の駒堀遺跡など限

定的になるのが特徴で、坂戸市内では中期前半の

遺跡は非常に希薄である。中期後半になると再び

集落や古墳が形成されるようになる。

　５世紀後半頃から出現する集落としては、桑原

遺跡 (43) や低地に位置する棚田遺跡 (42) が存在

するが、短期間で終焉するようであり古代までは

続かない。高麗川右岸の坂戸台地では、附島遺跡

や上谷遺跡などでも古墳時代前期で途絶えた集落

の造営がこの段階から再び開始される。

　古墳時代後期になると、集落は増加する傾向に

あり、毛呂台地周辺では西浦遺跡や塚の越遺跡

(45)、長岡遺跡、大河原遺跡などの台地縁辺や低

地の沼端遺跡などで集落が出現するが、点的に存

在するようである。７世紀に入ると、稲荷前遺跡

や足洗遺跡 (38)、金井遺跡 (39)、長岡遺跡を中

心に集落が展開し、古代にかけて連綿と続くのが

特徴である。下田遺跡も７世紀前後から出現する

集落であるが、８世紀前半には終焉するようであ

る。

　高麗川右岸の坂戸台地では、上谷遺跡で集落が

継続し勝呂遺跡や新田前遺跡 (19)、宮ノ前遺跡

(30) など台地縁辺に集落が展開する傾向にある。

　坂戸市内における本格的な古墳の築造は、中期

中葉頃から始まる。中期中葉から後半に群集墳の

築造が開始されるのは、毛呂台地では三福寺古墳

群 (H) や隣接する大河原古墳群 (I)、善能寺古墳

群 (J) などがあげられる。近年の調査により、善

能寺古墳群からは Bc 種ヨコハケの円筒埴輪が、

大河原古墳群では TK208 型式並行の須恵器甕が

出土しているため、中期中葉から古墳群の造営が

開始されるようである。また、三福寺１号墳（入

西石塚古墳）では鏡２面や横矧板鋲留短甲をはじ

めとする武具のセット、武器など豊富な副葬品が

確認され、当地域に有力者が存在したことが想定

される。

　坂戸台地では、牛塚山古墳群 (A) や浅羽野古墳

群 (G) で古墳の築造が始まるが、毛呂台地に比べ
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て古墳数は少ない。大河原古墳群や牛塚山古墳群

では中期後半で古墳の築造が停止し、後期には引

き継がれないのが特徴である。

　埴輪は三福寺古墳群や牛塚山古墳群で出土して

いるが、大河原古墳群では埴輪の樹立は認められ

ず、古墳群によって異なる様相が認められる。

　後期に入ると、毛呂台地では、北峰古墳群 (K)

や三福寺古墳群、善能寺古墳群、苦林古墳群で古

墳が確認されている。

　坂戸台地では、下小坂古墳群 (C) で古墳の築造

が継続するほか、雷電塚古墳群 (B)、勝呂古墳群

(D)、新町古墳群 (E) で古墳が築造される。前方後

円墳は下小坂古墳群、雷電塚古墳群、新町古墳群

で各１基ずつ築造されている。

　終末期に入ると毛呂台地では、北峰古墳群や善

能寺古墳群、苦林古墳群で古墳の築造が継続し、

大河原古墳群では中期後半に途絶えた古墳の築造

が再開される。また、新たに成願寺古墳群 (L) な

どで古墳の築造が開始される。坂戸台地では、下

小坂古墳群や勝呂古墳群、新町古墳群で引き続き

古墳の築造が行われ、新山古墳群 (F) は終末期に

なってから形成される群集墳である。

　また、坂戸市内では馬場遺跡 (23) や町東遺跡

(24) で南北方向に走行する幅約 11ｍの道路跡が

確認されている。この道路跡は、側溝の特徴や出

土遺物などから東山道武蔵路の可能性が非常に

高く、ルートは勝呂廃寺 (18) や勝呂神社古墳 (D)

の東側を通過するものとみられる。

　

　古代における坂戸市域は、大部分が入間郡と考

えられ毛呂台地周辺は麻羽郷に比定されている。

また、詳細な施行時期は不明確だが、毛呂台地の

北側に広がる低地には入西条里の推定地が広がっ

ている。なお、入間郡 ( 評 ) 家は霞ヶ関遺跡とす

るのが有力である。

　坂戸台地では、これまでの台地縁辺部に展開し

ている集落とは別に、空閑地であった台地内陸部

に集落が展開していく。坂戸市東部では、住吉中

学校遺跡 (20) や林際遺跡 (21)、宮町遺跡 (22) な

どの東山道武蔵路と密接に関係する新規集落が形

成される。坂戸台地のほぼ中央である市の中心

部では、若葉台遺跡 (31) を中心として一天狗遺

跡や山田遺跡 (32) などのような大規模な集落遺

跡群が形成される。若葉台遺跡は、住居跡に対し

て掘立柱建物跡の比率が高いのが特徴の遺跡であ

り、四面廂建物や５間×３間などの長大な掘立柱

建物跡が検出されている。また、奈良三彩陶器や

銅鈴、円面硯などが出土している点も特筆される。

山田遺跡も若葉台遺跡と同様、８世紀以降に形成

される遺跡であり奈良三彩火舎や「片牧」墨書土

器などが出土している。
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坂戸市教育委員会　1986　『附島遺跡－附島遺跡発掘調査報告書Ⅰ－』

坂戸市教育委員会　1998　『附島遺跡－附島遺跡発掘調査報告書Ⅲ－』

篠田泰輔　2008　『木曽免遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第352集

鈴木孝之　1991　『代正寺・大西』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第110集

朝霞市博物館　2017　『第 32回企画展「装飾壺からみた弥生時代の朝霞」』



－ 8－    

Ⅲ　発見された遺構と遺物

Ⅲ　発見された遺構と遺物

　木曽免遺跡は坂戸台地の東端部に位置し、北と

東側には越辺川によって形成された沖積平野が広

がる。遺跡全体は比較的平坦な台地上に存在して

いる。遺跡の南側には浅い谷が入り込んでおり、

周辺の台地とは切り離されたような地形となって

いる。また、北西側においても小支谷によって隔

たりがあり、遺跡の立地する台地は南東方向へ突

き出す半島状を呈している。

　木曽免遺跡では、県事業団のものを含めてこれ

までに６回の調査が実施されている。以下各調査

区について概観する。

　１区から３区は道路改良工事に伴うもので、昭

和 59・60・63年の３次に亘って調査が行われた。

　１区では小沼堀之内遺跡側において壺棺墓１基

が発見されている。

　２区は遺跡の中央部を南北に縦断するような形

で調査が実施されており、縄文時代前期（関山・

黒浜期）の住居跡６軒と弥生時代中期（宮ノ台期）

の住居跡１軒、古墳時代前期の住居跡６軒、平安

時代の住居跡１軒が発見された。溝は 12条確認

されており、このうち 2条については弥生時代

中期のものとみられる。

　２区の南端部から東方向に延びる３区では、縄

文時代前期（関山期）の住居跡３軒と古墳時代前

期の住居跡 10軒、弥生時代の方形周溝墓１基が

確認されている。

　個人住宅の建設に伴って実施された４区では、

弥生時代の方形周溝墓１基と時期不明の掘立柱建

物跡１軒が発見された。方形周溝墓は西、南、北

側周溝を確認しており、周溝内からは完形の宮ノ

台式の壺などが出土している。

　農業倉庫の建設に伴い調査を実施した５区で

は、古墳時代前期の住居跡２軒が発見されている。

また、当該調査区の東側は黒色土の堆積する緩傾

斜地となっており、縄文時代から平安時代までの

遺物包含層が形成されていた。

　木曽免遺跡６区の調査原因となった個人住宅の

開発面積は 370㎡であり、調査対象となった面

積は 318㎡である。調査区は、越辺川の沖積低

地に半島状に突き出た台地上のほぼ中央部にあた

り、これは木曽免遺跡のほぼ中央部ともいえる。

標高は約 18ｍを測る。

　今回の調査で検出された遺構は、弥生時代中期

の方形周溝墓１基、縄文時代前期の竪穴住居跡１

軒、弥生時代後期の竪穴住居跡１軒、時期不明の

竪穴住居跡１軒、古代とみられる溝１条である。

　１号方形周溝墓は調査区のほぼ全面に及び、西

半部は調査区外へと延びる。周溝は全周せず四隅

が切れる種類で、周溝内からは多量の遺物が出土

している。周溝に囲まれた方台部は削平されてお

り、盛土は確認できなかったが、周溝墓のほぼ中

央には、埋葬施設とみられる楕円形の土坑２基が

並んで検出された。土坑内の土層の堆積状況から、

埋葬形態は木棺直葬が想定される。

　弥生時代後期の１号住居跡は、調査区の南西部

に位置し、全体の半分弱が検出された。縄文時代

前期の２号住居跡は残存状況が不良であるが、炉

跡及び柱穴が確認された。３号住居跡は調査区の

北東部で検出され、新旧関係では、１号方形周溝

墓に切られている。遺物の出土量はわずかで、時

期の判別は難しいが、出土遺物の多くが宮ノ台式

段階の遺物であることから、弥生時代中期の可能

性も想定される。

　１号溝は調査区の北部を東西に走行しており、

１号方形周溝墓及び３号住居跡を切っている。調

査区内では最も新しい遺構であり、出土遺物から

古代のものとみられる。
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１　遺跡の概要
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（第５～ 16図　図版２～６）

　検出範囲は調査区のほぼ全体に及び、東部の約

1/2 を検出した。西部は調査区外にかかり、四隅

が切れる種類の方形周溝墓であると想定される。

　２号住居跡、３号住居跡、１号溝と重複し、２・

３号住居跡より新しく、１号溝より古い。検出範

囲の規模は長軸 19.57 ｍ、短軸（11.72）ｍを測る。

周溝は幅 1.63 ～ 3.40 ｍを測り、断面形状は逆

Ⅲ　発見された遺構と遺物
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台形状を呈する。深さは 0.24 ～ 0.66 ｍである。

方台部の盛土は削平のため残存していないが、中

央付近では、南北に並ぶ形で埋葬施設が２基検出

された。１号埋葬施設は長軸長 2.41 ｍ、短軸長

1.33 ｍ、深さ 0.14 ｍを測る。２号埋葬施設は、

１号埋葬施設の南側に隣接して検出され、長軸

長 3.25 ｍ、短軸長 1.40 ｍ、深さ 0.24 ｍを測る。

覆土は、四方の壁際で概ね垂直に貫入する土がみ

られ、これは、板材が朽ちた後に堆積した土と想

定される。また、底面付近にはややしまりの強い

土が薄く堆積する。以上のことから、２号埋葬施

設は木棺直葬と考えられる。なお１号埋葬施設も、

覆土の堆積状況や土質が２号埋葬施設と類似する

ことから、木棺直葬の可能性がある。

　周溝内の覆土は８層に分層される。遺物は、周

溝内から出土した弥生土器壺 27 点（第 13 図

１～３、第 14 図４～ 11、第 15 図 12 ～ 15・

22・23、第 16図 24～ 26・29～ 35）、甕８点（第

15 図 16 ～ 21、第 16 図 36・37）、台付甕１点

（第 16図 27）、高坏１点（第 16図 28）、柱状抉

入片刃石斧１点（第 16 図 38）を掲載した。遺

物の出土は東周溝に集中する。１号・２号埋葬施

設からは、縄文土器や弥生土器の小破片が少量出

土したのみであり、非掲載とした。

　本方形周溝墓の時期は、出土遺物の特徴から、

弥生時代中期後半と考えられる。

Ⅲ　発見された遺構と遺物
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番号 器種 法量 含有物 色調 焼成 技法・その他 残存 出土位置 備考

1 弥生土器 
壺 口径 :21.7

石・角・
長・凝・
チ・針

内面 :にぶい黄橙 
外面 :にぶい黄橙 普通

内面 :木口状工具によるナデ。
外面 :口唇部LR単節縄文施文。口縁
部LR単節縄文施文後、沈線文施文。
頸部横位沈線文４本で３段区画後、沈
線間を上段に沈線波状文・中段刺突文・
下段沈線波状文を施文。胴部、頸部と
同じく４本の沈線文で区画後、上段に
LR単節縄文・中段波状沈線文・下段
LR単節縄文を施文。この後胴部下位
に沈線で山形文を施文。

口縁
～胴部
40%

東周溝
覆土中層 

2 弥生土器 
壺 ―

角・石・
長・チ・
針・凝

内面 :にぶい橙
外面 :にぶい橙 良好

内面 :横方向のハケ目調整。
外面 :頸部縦方向、胴部斜方向のハケ
目調整。外面胴部黒斑。

 口縁
～胴部
上半
100%

南周溝
覆土中層
～下層

3 弥生土器 
壺 ―

石・長・
チ・針・
凝

内面 :にぶい黄橙
外面 :にぶい橙 良好

内面 :器面の剥落が激しく調整不明。
外面 :口縁部LR単節縄文施文。ナデ
調整後、上より右から左の順に地紋の
LR単節縄文を施文。胴部上位に２本
１単位の横位沈線文と結紐文４単位残
存。結紐文のうちひとつは上位の沈線
文に接しない。

口縁～
胴部上
位65%

東周溝
覆土中層

4 弥生土器 
壺 口径 :9.8

石・長・
チ・針・
凝

内面 :にぶい黄橙
外面 :にぶい黄橙 普通

内面 :口縁～頸部横方向のナデ。胴部
は小円形状の剥離痕跡が顕著。
外面:胴部横方向のハケ目調整後、口縁
部～頸部と胴部下位を縦方向のナデ。

口縁～
胴部
90%

北周溝
覆土中層

頸部外面は
器面荒れ。
胴部外面に
黒斑。

5 弥生土器 
壺 底径 :13.6

石・長・
チ・針・
凝

内面 :にぶい橙
外面 :にぶい橙 良好 内面 :横～斜方向のナデ。

外面 :横方向のナデ。底部ナデ。

胴部下
位～底
部80%

東周溝
覆土中層 外面に黒斑。

6 弥生土器 
壺 口径 :(11.7) 長・チ・針・凝

内面 :にぶい黄橙
外面 :にぶい黄橙 良好

内面 :口縁部横方向のハケ目。胴部横
方向ナデ後、頸部縦方向のミガキ調整。
外面 :口縁部横方向のハケ目調整。頸
部縦方向のハケ目調整後、縦方向のミ
ガキ。胴部櫛歯状工具による横位区画
後、区画内に波状文を二段施文。上段
の波状文内に櫛描文を充填する。文様
施文後にミガキ調整を施す。

口縁～
胴部上
位20%

東周溝
覆土中層

内外面に黒
斑。

7 弥生土器 
壺 ―

石・長・
チ・凝・
角

内面 :にぶい橙
外面 :にぶい橙 良好

内面 :ナデ。
外面 :頸部LR単節縄文施文後、横位
沈線文・波状文施文。胴部LR単節縄
文施文後重菱形文、上位に横位沈線文
と波状文、ボタン状貼付文の順で施文。
上記の文様施文後に頸部無文部と胴部
下位にミガキ調整。

頸～胴
部50%

東周溝
覆土中層 外面に黒斑。

8 弥生土器 
壺

口径 :(8.9) 
底径 :6.9

長・チ・
凝

内面 :灰黄　　
外面 :にぶい黄橙 良好

内面 :口縁部横方向のナデの後、縦方
向のナデ。胴部・底部は横方向のナデ。
外面 :口縁部縦方向のハケ目調整。胴
部横～斜方向の木口状工具によるナデ
の後上位と下位に３条１単位の櫛歯状
工具による波状文を施文。胴部下位は
斜方向の木口状工具によるナデ後、縦
方向のハケ目調整。底部はナデ調整。

口縁部
片・胴
部破片・
底部
80%

北周溝
覆土上層
～中層

口縁部、胴
部、底部と
もに接点な
し。図上復
原。

9 弥生土器 
壺 ―

長・凝・
チ・針・
角

内面 :にぶい黄橙 
外面 :にぶい黄橙 良好

内面 :口縁部横方向のミガキ調整。頸
部以下横方向のナデ調整。
外面 :口縁部～頸部斜方向のナデ調整
後、頸部に文様施文。頸部上位LR縄
文施文後、横位沈線文を５条施す。そ
の後下位に縦位沈線文と波状文を施
文。

口縁～
頸部
50%

北周溝
覆土上層
～中層

内面頸部小
円形の剥離
痕跡。内面
口縁に黒斑。

２　方形周溝墓
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番号 器種 法量 含有物 色調 焼成 技法・その他 残存 出土位置 備考

10 弥生土器 
壺 ―

長・チ・
凝・針・
角

内面 :にぶい黄橙
外面 :にぶい黄橙 良好

内面 :横方向のミガキ調整。
外面:頸部上位LR単節縄文施文後横位
沈線３段、上位２段間に刺突文。頸部下
位縦位沈線文施文後、縦位波状沈線文
と縦位沈線を施文する。その後沈線文
で区画し、区画内に刺突文を施す。上記
の文様を施文後に全面にミガキ調整。

頸部
50%

東周溝
覆土上層

内面頸部以
下小円形状
の剥離痕跡。
内外面に黒
斑。

11 弥生土器 
壺 口径 :8.8 石・チ・

凝・角
内面 :にぶい赤褐 
外面 :にぶい黄橙 普通

内面 :横方向のナデ調整。
外面 :口縁部櫛描簾状文を施文。頸部
ナデ調整後、下位に櫛描文を施文。内
面口縁部と外面頸部以下に赤彩。

口縁～
頸部
100%

東周溝
覆土中層

図上復原。
内外面器面
の剥落痕跡
が顕著。

12 弥生土器 
壺 口径 :(11.3) 長・チ・凝

内面 :にぶい橙
外面 :にぶい橙 良好

内面 :木口状工具によるナデ。
外面:口唇部木口状工具によるキザミ。
口縁部小口状工具による縦方向のナデ
後、上位横方向のナデ。

口縁部
25%

東周溝
覆土中層

13 弥生土器 
壺 口径 :(22.1)

石・長・
角・チ・
針

内面 :にぶい黄橙
外面 :にぶい黄橙 良好

内面 :横方向のナデ。
外面 :口唇部LR単節縄文施文。口縁
部横方向のナデ後山形文を施文。

口縁部
破片

東周溝
覆土下層

14 弥生土器 
壺 ― 片・石・

長・輝
内面 :橙　　　
外面 :橙 普通

内面 :斜方向のナデ。
外面 :斜方向のナデ後、胴部上位にLR
単節縄文を２段施文。一部器面荒れて
調整不明瞭。

頸部
25％

東周溝
覆土上層

15 弥生土器 
壺 ―

石・長・
凝・チ・
針・角

内面 :にぶい黄褐
外面 :にぶい黄橙 良好

内面 :斜・縦方向のハケ目調整。
外面 :横方向のハケ目調整後、横位櫛
描文を施文。櫛描文上・下端に横位沈
線文を施文後、沈線文間に横位波状文
と刺突文を施す。

胴部上
位20%

東周溝
覆土下層

16 弥生土器 
甕 口径 :(22.4) 長・チ・石・凝

内面 :にぶい橙
外面 :にぶい橙 良好

内面 :口縁部横方向のハケ目調整後、
胴部縦方向のナデ調整。
外面:口縁部丸棒状工具によるキザミ。
頸部から胴部に木口状工具によるナデ
調整。

口縁～
胴部
20%

東周溝
覆土中層

外面口縁部
から胴部に
帯状にスス
付着。

17 弥生土器 
甕 口径 :(23.4)

石・長・
チ・針・
角・凝・

内面 :にぶい橙
外面 :にぶい橙 良好

内面 :胴部横方向のハケ目調整後、口
縁部横方向のナデ調整。
外面 :口縁部棒状工具によるキザミ。
頸部から胴部横方向のナデ調整後、文
様施文。胴部に縦位櫛描羽状文を右か
ら左、下から上の順に施文後、頸部に
横位櫛描波状文を施す。

口縁～
胴部上
位破片

東周溝
覆土下層

18 弥生土器 
甕 口径 :(22.0)

石・長・
チ・凝・
針

内面 :灰褐　　
外面 :褐灰 普通

内面 :口縁部横方向のハケ。胴部横・
斜方向の木口状工具によるナデ。
外面 :口縁部指頭押圧によるキザミ。
胴部上半斜め方向のハケ目後、下半縦
方向のナデ。

口縁～
胴部破
片

東周溝
覆土中層

内外面黒斑。
外面胴部に
小円形の剥
離痕跡。

19 弥生土器 
甕 口径 :(22.7)

角・白・
針・長・
凝

内面 :にぶい褐
外面 :にぶい褐 良好

内面 :横方向のナデ。
外面 :口唇部LR単節縄文施文。口縁
部横方向のナデ。

口縁部
25%

東周溝
覆土中層

20 弥生土器 
甕 口径 :(22.4) 角・チ・石・針

内面 :褐灰　　
外面 :灰黄褐 良好

内面 :口縁部横方向のナデ。胴部横方
向のハケ目後ミガキ調整。
外面 :口唇部RL単節縄文施文。口縁
部横方向の木口状工具によるナデ後、
胴部縦位櫛描羽状文を左から右の順で
施文。

口縁～
胴部破
片

覆土 外面胴部に
コゲ。

21 弥生土器 
甕 ―

石・長・
凝・チ・
白・針

内面 :にぶい褐
外面 :にぶい橙 良好

内面 :横・斜方向のハケ目調整後、頸
部横方向のナデ。
外面 :ナデ調整後、頸部横位櫛描簾状
文。胴部縦位櫛描羽状文を上から下、
右から左の順に施文。

胴部上
半20%

東周溝
覆土中層 図上復原。

22 弥生土器 
壺 底径 :7.5 石・長・

凝・チ
内面 :橙　　　　
外面 :橙 普通

内面 :胴部横方向のナデの後、上位を
横方向のハケ目調整。
外面 :胴部器面剥落の為調整不明。底
部ナデ。

底部
100%

東周溝
覆土中層

Ⅲ　発見された遺構と遺物
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番号 器種 法量 含有物 色調 焼成 技法・その他 残存 出土位置 備考

23 弥生土器 
壺 底径 :6.0 石・長・

チ・凝
内面 :にぶい黄橙
外面 :明赤褐 良好

内面 :底部横方向のナデ。
外面 :胴部縦方向のハケ目調整。底部
多方向のナデ。　　　　　

底部
100%

東周溝
覆土中層

24 弥生土器 
壺 底径 :6.5

石・長・
チ・針・
凝

内面 :にぶい橙　
外面 :橙 良好

内面 :底部横方向のナデ。
外面 :胴部縦方向のハケ目調整後、部
分的に横方向のナデ。底部多方向のナ
デ。

底部
100%

南周溝
覆土中層

25 弥生土器 
壺 底径 :(7.4) 石・チ・

長・凝
内面 :灰黄褐　　
外面 :にぶい黄橙 良好 内面 :底部横方向のナデ。

外面 :胴部縦方向のミガキ。底部ナデ。
底部
50%

南周溝
覆土中層

26 弥生土器 
壺 底径 :(6.5) 白・長・

チ・凝
内面 :灰黄褐　　
外面 :にぶい黄褐 良好

内面 :底部横方向のミガキ。
外面 :胴部縦方向のナデ。底部網代痕
の後ナデ。

底部
25%

東周溝
覆土下層

27 弥生土器 
台付甕 ―

石・チ・
長・凝・
針

内面 :橙　　　　
外面 :橙 普通 内面 :胴部横方向のナデ。

外面 :縦方向のナデ。器面摩耗。
接合部
90%

東周溝
覆土中層

内面スス全
周。

28 弥生土器 
高坏 口径 :(21.0) 石・チ・長・凝

内面 :明赤褐　　
外面 :明赤褐 良好

内面 :口縁部横方向のミガキ。
外面 :体部斜方向のミガキ後、口縁部
横方向のミガキ。内外面赤彩。

口縁部
破片

東周溝
覆土上層

29 弥生土器 
壺 ― 石・凝・

チ・針
内面 :橙　　　　
外面 :橙 良好 内面 :ナデ。

外面 :疑縄文施文後三角連繋文。　
胴部
破片

東周溝
覆土中層

30 弥生土器 
壺 ―

石・白・
チ・針・
凝

内面 :にぶい黄橙
外面 :にぶい黄橙 良好

内面 :胴部ハケ目調整後ミガキ。
外面 :頸部に櫛描波状文、胴部上位に
縦方向の櫛描羽状文を施文。

頸～胴
部破片

東周溝
覆土下層

31 弥生土器 
壺 ― 石・長・

凝・チ
内面 :灰黄褐　　
外面 :にぶい褐 良好

内面 :口縁部横方向のハケ目調整後、
ナデ調整。
外面 :口縁部縦方向のハケ目調整後、
口唇部指頭押圧。

口縁～
胴部破
片

北周溝
覆土中層 外面黒斑。

32 弥生土器 
壺 ― 石・長・

チ・凝
内面 :橙 
外面 :にぶい橙 良好

内面 :口縁部横方向の木口状工具によ
るナデ調整。
外面 :口唇部棒状工具によるキザミ。
口縁部縦方向のハケ調整。

口縁部
破片

東周溝
覆土中層 内外面黒斑。

33 弥生土器 
壺 ― 石・白・

凝
内面 :にぶい橙　
外面 :にぶい橙 良好

内面 :口縁部横方向のミガキ調整。
外面 :口唇部RL単節縄文施文。口縁
部横方向のナデ調整後、櫛描波状文を
施文。

口縁部
破片

東周溝
覆土下層

口縁部に焦
げ。

34 弥生土器 
壺 ― 石・長・

白・凝
内面 :明赤褐　　
外面 :明赤褐 良好

内面 :口縁部横方向のハケ目調整後、
横方向のミガキ調整。
外面 :口唇部RL単節縄文施文。口縁
部横方向のナデ調整後、櫛描波状文と
縦位櫛描文を施文。

口縁部
破片

東周溝
覆土中層

口縁部に焦
げ。

35 弥生土器 
壺 ―

角・長・
チ・針・
石・凝

内面 :にぶい黄褐
外面 :暗灰 良好

内面 :ハケ目調整。
外面 :斜方向のハケ目調整後、横位櫛
描文を施文。櫛描文の上下を横位沈線
文で区画。区画の上位には沈線波状文、
下位に刺突文を施す。

胴部
破片

東周溝
覆土下層 外面黒斑。

36 弥生土器 
甕 ―

石・長・
チ・角・
針・凝

内面 :にぶい黄橙
外面 :橙 良好

内面 :指頭押圧後ハケ目調整後ナデ調
整。
外面 :櫛描簾状文１段、櫛描波状文を
２～３段施文。

胴部
破片

北周溝
覆土中層 外面黒斑。

37 弥生土器 
甕 ―

角・長・
チ・針・
凝

内面 :明赤褐　　
外面 :明褐 普通

内面 :ハケ目調整後、ナデ調整。
外面 :ハケ目調整後、文様施文。櫛描
簾状文１段後、下位に櫛描波状文を３
段以上、下から上の順に施文。

胴部
破片 覆土

38 柱状抉入
片刃石斧

長:残11.95 
幅 :4.25 
厚 :4.0 
重 :366.16

― ― ―

石材：頁岩　　　　　　　　　
柱状礫を素材とする。中央部に敲打を
施し抉入部を作出し、全体的に研磨し
成形する。基部に使用痕とみられる敲
打痕あり。

90% 東周溝
覆土中層

２　方形周溝墓
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（第 17・18図　図版３・６）

　調査区の南西部に所在し、北側に１号方形周溝

墓が位置する。他遺構との重複関係は認められな

い。平面形状は、南側の１/２以上が攪乱を受け

ているため不明であるが、検出範囲では楕円形を

呈する可能性がある。規模は長軸 4.65 ｍ、短軸

（2.23）ｍで、深さは 0.19 ｍを測る。

　覆土は６層に分層される。床面は壁際から中央

に向かって僅かに低くなるとみられ、西側で硬化

面が検出された。また、壁に沿って壁溝があり、

検出範囲では全周する。壁溝は幅0.20～0.35ｍ、

深さ 0.1 ｍを測り、断面形状は逆台形である。貼

床はほぼなく、部分的に検出されたのみである。

　柱穴は１基（Ｐ１）検出された。規模は長軸0.52

ｍ、短軸 0.46 ｍ、深さ 0.27 ｍを測る。

　遺物の出土は少なく、弥生土器の甕２点（第

18 図１・２）を掲載した。１は覆土下層から、

２は覆土からそれぞれ出土した。

　本住居跡の時期は、出土遺物の特徴から弥生時

代後期と考えられる。

Ⅲ　発見された遺構と遺物
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番号 器種 法量 含有物 色調 焼成 技法・その他 残存 出土位置 備考

1 弥生土器 
甕 ―

石・長・
凝・チ・
角

内面 :にぶい黄橙
外面 :にぶい黄橙 普通

内面 :横方向のハケ目後、横方向のミ
ガキ調整。
外面 :横方向のハケ目後、横方向のミ
ガキ調整。

頸～胴
部破片 覆土下層 外面口縁部

に黒斑。

2 弥生土器 
甕 ― 石・長・

チ・凝
内面 :にぶい黄橙
外面 :にぶい黄褐 普通

内面 :横方向のナデ。
外面 :胴部上半RL単節縄文施文。胴部
下半木口状工具による斜方向のナデ調整。

胴部 
20% 覆土

内面胴部下
位にスス付
着。

（第 19～ 21図　図版３）

　調査区の北西部に所在し、北側に１号溝が位置

する。１号方形周溝墓と重複し、本住居跡が古い。

検出範囲では不整形状の掘り込みや柱穴として残

存していた。規模は長軸（Ｐ１－Ｐ６間の心々距

離）が（4.24）ｍ、短軸（Ｐ３－Ｐ９間の心々距離）

が（3.01）ｍで、深さは 0.14 ｍを測る。

　覆土は２層に分層される。床面はほぼ平坦で、

硬化面は認められない。

　炉は中央東寄りで１基検出された。掘り込みが

認められ、覆土上層からは炉で使用された可能性

のある多孔石（第 19図１）が１点出土している。

規模は長軸（北東－南西）0.63 ｍ、短軸（北西

－南東）0.41 ｍで、深さは 0.1 ｍを測る。

　柱穴は９基（Ｐ１～９）検出された。規模は

Ｐ１が長軸 0.34m、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.38 ｍ、

Ｐ２が長軸 0.34 ｍ、短軸 0.31 ｍ、深さ 0.32 ｍ、

Ｐ３が長軸 0.33 ｍ、短軸 0.31 ｍ、深さ 0.41 ｍ、

Ｐ４が長軸 0.33 ｍ、短軸 0.29 ｍ、深さ 0.25 ｍ、

Ｐ５が径 0.31 ｍ、深さ 0.31 ｍ、Ｐ６が長軸 0.30

ｍ、短軸 0.27 ｍ、深さ 0.25 ｍ、Ｐ７が長軸 0.34

ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.23 ｍ、Ｐ８が長軸 0.34

ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.44 ｍ、Ｐ９が長軸 0.37

ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.41 ｍを測る。

　遺物は炉の覆土上層から出土した多孔石１点

（第 19 図１）を掲載した。このほか、非掲載遺

物として縄文時代前期黒浜式の土器破片が少量出

土している。

　本住居跡の時期は、出土遺物の特徴から縄文時

代前期と考えられる。

0 1/3

番号 器種 法量 含有物 色調 焼成 技法・その他 残存 出土位置 備考

1 多孔石

長 :残14.64 
幅 : 残 7.68 
厚 :4.6 
重 :618.18

― ― ―

石材：緑色片岩　　　　　　　　　
大型の板状礫を素材とする。表面に摩
耗痕と凹み穴が認められる。裏面は全
体的に摩耗しているが、明確な使用痕
は認められない。

100% 覆土

３　竪穴住居跡
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Ⅲ　発見された遺構と遺物
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（第 22～ 24図　図版３・６）

　調査区の北東部に所在する。１号溝、１号方形

周溝墓と重複し、本住居跡が最も古い。攪乱や１

号溝、１号方形周溝墓によって削平されているた

め、平面形状は不明である。規模は長軸（4.45）ｍ、

短軸（3.33）ｍで、深さは 0.23 ｍを測る。

　覆土は２層に分層される。床面には僅かな起伏

がみられ、北西側と南東側の２カ所で部分的に硬

化面が認められる。

　炉は北寄りで１基検出された。掘り込みが認め

られ、規模は長軸（北－南）0.96 ｍ、短軸（東－西）

0.71 ｍで、深さは 0.18 ｍを測る。

　遺物は少なく、覆土下層から出土した敲石２点

（第 24 図１・２）を掲載した。また、非掲載の

遺物は弥生時代中期後半宮ノ台式の土器破片が多

くを占めるほか、縄文時代前期黒浜式の土器破片

が少量出土している。

　本住居跡の時期は、遺物が少ないため明らかで

ない。ただし、出土遺物の多くが宮ノ台式の土器

であるため、弥生時代中期後半に帰属する可能性

がある。
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３　竪穴住居跡
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0 1/3

（第 25図　図版３）

　調査区の北部に位置し、Ｎ－ 77°－Ｅを軸とし

て北東－南西方向に走行する。１号方形周溝墓、

３号住居跡と重複し、本溝が最も新しい。検出長

11.84ｍ、幅 0.77～ 1.36ｍ、深さ0.54ｍを測り、

断面形状は薬研状である。

　覆土は３層に分層される。本溝に伴うピットと

して３基（Ｐ１～３）が検出された。検出された

規模はＰ１が径 0.24 ｍ、深さ 0.11 ｍ、Ｐ２が

長軸 0.31 ｍ、短軸 0.29 ｍ、深さ 0.58 ｍ、Ｐ３

が長軸0.35ｍ、短軸0.30ｍ、深さ0.34ｍを測る。

遺物は、１号方形周溝墓からの流れ込みと考えら

れる弥生土器のほか、須恵器の小破片が出土して

おり、遺構の時期を示すと考えられる。

　本溝の時期は、出土遺物の特徴から古代と考え

られる。

番号 器種 法量 含有物 色調 焼成 技法・その他 残存 出土位置 備考

1 敲石

長 :4.4 
幅 :5.4 
厚 :2.55 
重 :111.49

― ― ―

石材：閃緑岩　　　　　　
表・裏面に顕著な摩耗痕が認められ、
中央部に浅い凹み穴あり。両側縁中央
部に敲打痕が顕著。上・下端部には欠
損後とみられる敲打痕あり。

100% 覆土下層

2 敲石

長 :8.1 
幅 :5.2 
厚 :4.8 
重 :412.81

― ― ―

石材：閃緑岩　　　　　　
全体的に顕著な摩耗痕が認められ、上・
下端部に敲打痕・摩耗痕あり。明確な
擦痕は見られない。

100% 覆土下層 磨製石斧を
転用か。

A-A’

17.7m

1/300
12

3
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2
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P2 P3
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1/3

1/2

番号 器種 法量 含有物 色調 焼成 技法・その他 残存 出土位置 備考

1 縄文土器 
深鉢  ― 長・チ・

繊維
内面 :にぶい黄橙
外面 :灰黄褐 普通 内面 :ナデ。

外面 :単節RL縄文 (0段多条 )施文。
胴部
破片  ― 縄文前期初

頭～中葉

2 縄文土器 
深鉢  ―

片・チ・
凝・石・
長

内面 :橙　
外面 :にぶい橙 普通

内面 :ミガキ調整。　　　　　
外面 :胴部文様帯を横位隆帯で区画、
隆帯間に弧状の沈線を施す。横位隆帯
脇に丸棒状工具による角押文を複列施
文。

胴部
破片  ― 阿玉台

Ｉｂ式

3 縄文土器 
深鉢  ― 石・長・

チ
内面 :にぶい黄橙
外面 :浅黄 普通

内面 :ミガキ調整。
外面 :縦位弧状隆帯貼り付け後RL単
節縄文を施文、隆帯脇に幅広の沈線文
を施す。

胴部
破片  ― 加曾利

Ｅ３式

4 縄文土器 
深鉢  ― 長・チ・

角・凝
内面 :橙　　
外面 :橙 普通

内面 :ミガキ調整。　　　　　　　
外面 :RL単節縄文施文後、丸棒状工具
による縦位沈線文。

胴部
破片  ― 加曾利

Ｅ３式

5 土製品 
泥メンコ

長 :2.5 
短 :2.4 
厚 :0.8 
重 :4.89

石・角 橙 良好 型造成形。裏面は指頭押圧。 100%  ―

6 石製品 
砥石

長 :12.0 
幅 :4.9 
厚 :3.1 
重 :215.75

 ―  ―  ―
石材：凝灰岩
上面と側面に刃痕跡あり。下面以外全
面研磨される。

100%  ―

　遺構外から出土した遺物として、縄文土器４

点（第 26図１～４）と土製品１点（第 26図５）、

石製品１点（第 26図６）を掲載した。

　１～４は縄文土器深鉢の小破片である。１は胴

部破片で、単節 RL 縄文が施される。２は胴部破

片で、胴部文様帯を横位隆帯で区画し、隆帯間に

弧状の沈線を施している。また、横位隆帯脇に丸

棒状工具による角押文が複列で施される。３は胴

部破片で、縦位弧状隆帯貼り付け後ＲＬ単節縄文

を施文し、隆帯脇に幅広の沈線文を施している。

４はＲＬ単節縄文施文後、丸棒状工具による縦位

沈線文を施している。時期は１が縄文前期初頭～

中葉、２が阿玉台Ｉ b式期、３・４が加曾利Ｅ

３式期と考えられる。５は土製品の泥メンコで、

型造成形されている。時期は近世と考えられる。

６は石製品の砥石で、上面と側面に刀痕跡がみら

れ、下面以外は全面研磨されている。時期は不明

である。

Ⅲ　発見された遺構と遺物
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Ⅳ　総括
　本書では、木曽免遺跡にて実施された６区の発

掘調査成果を報告した。今回の調査では、弥生時

代中期の墓域が調査対象となり方形周溝墓の発見

をはじめ、縄文時代前期から古代に至るまでの複

数の遺構が確認された。遺物については弥生時代

中期の遺物が出土し、当地域の弥生時代を考える

上での良好な一括資料を得ることができた。

　１号方形周溝墓は、全体の規模が 19.5 ｍを測

り、ほぼ中央部からは埋葬施設とみられる土坑２

基を検出した。土坑の土層観察状況から、埋葬形

態は木棺直葬であったとみられるが副葬品等の発

見には至らなかった。本方形周溝墓の周溝内から

は多数の弥生土器が出土しており、年代は弥生時

代中期後半に位置づけられる。

　ここでは１号方形周溝墓の出土土器について触

れ、これまで報告されている木曽免遺跡内におけ

る位置付けを考えていく。

　出土土器は大きく宮ノ台式と中部高地系に分け

られる。まず壺型土器 ( 以下壺と称する ) から概

観していく註 1
　　。１は中部高地系の壺である。頸部

の文様は多段化し、胴部上半は無文帯、胴部下位

にまで文様が施されている。口縁部が大きく頸部

の太い器形は栗林式では見られず、在地化したも

のだと考える。４はボタン状貼付文や横位文様を

施文し中部高地系であるが、胴部中位の文様は、

妻沼低地系の土器に出自を見出せるのではないだ

ろうか註 2
　　。９・10 に関しては、頸部に縦位の文

様が施文されている。15 は横位の櫛描文を沈線

文で区画し、山形文と刺突列点文を多段に施文し

ている。これらの壺は栗林 2式に比定される。

　２・３の壺は宮ノ台式である。特に３の結紐文

は宮ノ台式の代表的な文様である。６・８は櫛描

波状文が施文される。８は、胴部下位にまで文様

が及んでいる。７は口縁部のキザミのみ以外は無

文、11は赤彩を施している。12は口縁部のみだ

が、７と同様の壺だろう。

　29 は磨り消し縄文技法を用い三角文を施文し

ている。これは、妻沼低地系と称される北島式に

該当すると思われる。

　次に甕型土器 ( 以下甕と称する ) である。16・

18・31・32 は宮ノ台式にあたる。口縁部にキザ

ミや押捺の加飾を施す以外は無文である。17・

19・20・21・30・33・34は中部高地系である。

口縁部に押捺や縄文を施文し、胴部にも文様を有

している。特に、胴部の縦位羽状文は右起点型で

施文しており、中部高地系の施文方法を遵守して

いる。

　以上を鑑みて、既存資料との検討を行う。2008

年報告 ( 篠田 2008) では SJ01註３　　を最古段階とし、

環濠である SD42・他の住居跡・方形周溝墓が続

くことがわかっている。SJ01 は中部高地系が主

体で宮ノ台式が客体的となり、妻沼低地系も含ま

れていた。後続する住居跡は宮ノ台式が主体とな

り、中部高地系の数は少なくなっている。また３

基検出されている方形周溝墓のうち SR01・SR02

は図示された遺物はなく、SR03 の壺１点は宮ノ

台式に属するだろう。

　本報告の１号方形周溝墓は中部高地系と宮ノ台

式が偏りなく共伴しており、特徴的である。宮ノ

台式が共伴していることからSJ01よりは新しい。

中部高地系が伴っていることからは SR03 より古

いと考えられる。よって、本方形周溝墓は、現在

報告されている木曽免遺跡における方形周溝墓の

中で最古段階に位置付けられよう。

　本項では６区の調査で確認された遺構と過去の

調査成果を加味し、弥生時代から古墳時代におけ

る木曽免遺跡全体の景観についてまとめていきた

い。

木曽免遺跡のある台地は、東側に越辺川の沖

積平野を臨み、南北には小支谷を挟んでいること
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から、周囲の台地からやや独立した半島状を呈し

ている。

第 27図は既存調査成果をもとに、弥生時代中

期後半から古墳時代前期までの遺構の分布状況を

地形図に合成したものである。

木曽免遺跡では、越辺川の沖積地を臨む台地

の縁辺部に縄文時代前期（黒浜・関山期）の集落

が形成されて以降、しばらくの間は活動が低調な

状態が続く。再び活動の痕跡が顕著に確認される

ようになるのは、弥生時代中期になってからであ

る。

弥生時代中期における遺構の分布状況を見る

と、台地の北東側に形成された集落域と、環濠外

の南北に展開する墓域が環濠を境に明確に区分さ

れている。

弥生時代中期後半の住居跡群は、越辺川低地

帯を東に臨む台地の北東部に形成されている。当

該期の住居跡が県事業団の調査によって 11 軒、

市が調査を実施した２区において１軒が発見され

ている。周囲には西側が開口するような形で環濠

（SD13、SD42）が巡らされており、このエリア

を一つの環濠集落としてとらえられる。なお、環

濠の北辺は確認されていないが、住居跡群の北側

には、小沼堀之内遺跡のある台地と境界になるよ

うに小支谷が深く入り込んでいる。この小支谷付

近が集落の北限であるとともに、環濠の北辺にな

るとみられる。また、環濠外の南側でも少数では

あるが住居跡２軒が確認されている。これらは遺

物による詳細な検討から環濠や環濠内の住居跡群

に比べ古相を示すとされ、このことから、環濠に

先行して集落が形成されていたと想定される（篠

田 2008）。

墓域は、環濠外の南北２か所に形成されてい

る。南側は方形周溝墓を主体とし、これまでに５

基が確認されている。北側では調査事例が少ない

が、壺棺墓１基が検出されている。

既存の調査成果からみると、６区１号方形周

溝墓は墓域の南側に位置している。環濠外の南側

至近において発見されている方形周溝墓は、いず

れも規模が 10ｍ級で構成される。一方、４区１

号方形周溝墓や６区１号方形周溝墓は、環濠から

若干離れており、規模は 15 ～ 20 ｍ級とやや大

型である。そのため、６区１号方形周溝墓は、木

曽免遺跡において現段階で確認されている方形周

溝墓では最大規模にして最古段階となる註 4　
　　　。

そのほかの遺構として、墓域南側で中期後半

の遺物を主体的に出土する溝２条が発見されてお

り、環濠の可能性も考えられる。しかし、遺構の

検出範囲が狭小のため詳細については不明であ

る。

次に弥生時代後期の遺構分布状況をみると、中

期後半に環濠集落が形成された台地の北東部では

住居跡等が見られなくなる。後期吉ヶ谷段階の住

居跡としては本調査区の１号住居跡がこれに該当

するが、当該期遺構の発見例が乏しく、遺跡全体

の様相は不明である。

木曽免遺跡の北側に位置する島状の独立した

台地上には、同じく弥生時代中期後半の集落遺跡

である附島遺跡が存在する。類似したケースは、

東松山市の早俣低地に半島状に突き出した高坂台

地上でもみられ、代正寺遺跡、大西遺跡などがこ

れに該当する。以上のように荒川（旧入間川）右

岸流域では、沖積低地に突き出す台地上に中小規

模の集落が点々と形成されていた様子が明らかと

なっており、比企入間地域の当該期集落立地にみ

られる特色の一つと言えよう。

続く古墳時代前期は、遺構数が増加し、台地

上における土地利用にも変化がみられる。

集落域は、２区と３区を中心に、台地の南東

側と東側で発見されており、弥生時代に比べ、住

居跡群が広範囲に展開している。

その一方で、弥生時代中期後半に集落が営ま

れていた台地北東部には、方形周溝墓を主体とし

た墓域が形成される。県事業団の調査で方形周溝

墓２基（SR04、SR05）が発見されており、この

うち SR04 は規模が約 21mと比較的大型である。

また、SR04 と SR05 は近接しており、周溝を一

部共有している。

　古墳時代前期の墓域は、弥生時代中期後半段階

に形成された方形周溝墓群の北側に位置している

ことから、環濠集落の衰退後、空閑地となってい

た台地北東側を、新たな墓域として利用した様子
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が推察できる。

以上、雑駁ではあるが各段階における木曽免

遺跡全体の景観について概観した。今回の調査で

は弥生時代中期後半段階における当台地上の墓域

の一端を明らかにすることができた。本遺跡の各

時代の様相については、徐々に明らかとなってき

たが、遺跡の西側をはじめ調査事例がないエリア

も多く残る。今後もさらに成果を蓄積することで、

遺跡の全体像の解明に努めていきたい。
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要　約

　木曽免遺跡は、越辺川によって形成された沖積平野を望む坂戸台地の東縁辺に立地し、現在までに県事業

団や市教育委員会により７回の調査が行われている。このうち本書は、平成 26年に実施された木曽免遺跡

６区の発掘調査成果の報告である。本遺跡では、縄文時代前期及び弥生時代中期～後期、古代の遺構が確認

され、弥生時代中期後半の方形周溝墓１基 (１号方形周溝墓）が検出された点が特筆される。１号方形周溝

墓からは、中部高地系の弥生土器と宮ノ台式の弥生土器が共伴して出土しており、規模も木曽免遺跡では最

大である。木曽免遺跡では既存の調査により弥生時代中期後半を中心として古墳時代前期までの遺構がまと

まって検出されており、当該期における具体的な状況が明らかになりつつある。本遺跡の調査成果はこれを

補うものと言え、弥生時代中期後半から古墳時代前期にかけての集落域や墓域の一端を示した。
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